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6 月 会 議

　
６
月
会
議
は
、
６
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、

各
種
報
告
の
ほ
か
、
条
例
改
正
、
財
産
の
取
得
、

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
審
議
し
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
同
意
、
可
決
し
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
14
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行

い
、
町
政
の
課
題
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
論
戦
を
交
わ
し
ま
し
た
。

直進アシスト付き田植え機が作業を支援

しばたスマートアグリタウン
推進事業補助 3540 万円

　
し
ば
た
ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ

タ
ウ
ン
推
進
事
業
補
助
は
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
町

内
の
認
定
農
業
者
な
ど
に
対

し
、
自
動
操
舵
ト
ラ
ク
タ
ー

や
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
な
ど
、

ス
マ
ー
ト
農
業
機
械
の
購
入

費
の
２
分
の
１
以
内
を
補
助

す
る
事
業
で
す
。

農事組合法人　桜
お う か ら ん ま ん

花爛漫
代表理事　笠

かさ

松
まつ

　秀
ひで

峰
ほう

さん
（中名生在住）

関
心
の
あ
る
技
術
は
。

　
ス
マ
ー
ト
農
業
と
土
づ

く
り
で
す
。
特
に
、
田
面

を
平
ら
に
す
る
※
Ｒ
Ｔ
Ｋ

レ
ベ
ラ
ー
の
導
入
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
効
果
を
期
待
し
て

い
ま
す
か
。

　
大
き
な
田
ん
ぼ
は
年
々
、

凹
凸
が
生
じ
ま
す
。
田
面

を
均
一
に
し
て
、
稲
の
生

育
を
そ
ろ
え
、
雑
草
も
抑

え
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

一
割
の
増
収
、
一
割
の
労

力
軽
減
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

不
安
な
点
は
。

　
機
械
が
高
額
な
こ
と
で

す
。
導
入
後
は
自
分
た
ち

で
点
検
し
、
維
持
費
は
自

己
資
金
で
備
え
よ
う
と
考

え
て
い
ま
す
。

経
営
の
課
題
は
。

　
若
い
人
の
雇
用
と
米
価

で
す
。
若
い
世
代
に
農
業

へ
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、

自
信
の
持
て
る
仕
事
に
し

た
い
で
す
。

法
人
の
役
割
は
。

　
経
営
の
安
定
と
ほ
場
管

理
の
徹
底
と
農
村
環
境
維

持
・
農
産
物
の
安
定
供
給

を
目
指
し
ま
す
。

町
へ
の
要
望
は
。

　
将
来
が
見
え
る
農
政
の

方
向
性
を
示
し
、
持
続
可

能
な
農
業
と
な
る
よ
う
な

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

未
来
を
耕
す
、そ
の
一
歩

　 

笠
松
秀
峰
さ
ん
に
聞
く

　この事業補助は、全額国の「地域未来交
付金」を活用した事業になります。町では、
ほ場整備事業を推進しており、このスマー
ト農業を導入することにより、現在直面し
ている農家の高齢化や担い手不足などの課
題について、有効な手段になるものと期待
しています。（宮武農政課長）

今後、町内のほかの農家にも
効果が広がるのか？

※ RTK レベラーとは、衛星測位技術（GNSS）と「RTK（Real Time Kinematic）測位」
を活用し、農地（ほ場）の表面を数センチ単位の高精度で自動的に平らに均す（均平化する）
システムのこと

稲刈り後の田んぼを耕すトラクター　稲刈り後の田んぼを耕すトラクター　
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ドローン利用で作業効率大幅アップ

柴
田
町
地
域
防
災
セ
ン
タ
ー
用
備
品

　現在建設中の柴田町地域防災センターに設置
する、防災用品などを整理・保管するためのラッ
ク（棚）の購入経費です。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補
助

　コミュニティ助成事業補助金を活
用し、24 区の地域活動に必要な備品
を整備します。エアコンの設置をは
じめ、活動に役立つ備品の充実を図
ることで、地域の交流や自主的なま
ちづくりをより力強く支えます。

完成間近な 
柴田町地域防災センター

備品を整え、地域の交流拠点をより使いやすく

災害に備え、テント・簡易
トイレ・保存水を備蓄

337 万円130 万円
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子
ど
も
の
学
び
や

支
援
に
影
響
は
。

  

学
校
の
工
夫
や
給

食
支
援
が
主
な
理
由
。
教

育
活
動
へ
の
影
響
は
な
い
。

　
暖
房
機
と
エ
ア
コ
ン
の

使
い
分
け
や
日
常
的
な
節

電
、
節
水
な
ど
、
学
校
の

工
夫
に
よ
っ
て
燃
料
費
や

光
熱
水
費
を
抑
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
給
食
費
２
か
月
分

を
交
付
金
で
支
援
し
た
た

め
、
就
学
援
助
費
な
ど
の

給
食
費
分
が
不
要
に
な
っ

た
こ
と
も
減
額
の
主
な
理

由
と
な
っ
た
。

  

消
防
費
の
中
の

水
防
費
が
１
２
９
万
５
０

０
０
円
減
ほ
と
ん
ど
支
出

さ
れ
て
い
な
い
が
。

  

水
害
に
よ
る
出
動

は
ゼ
ロ
。
消
耗
品
の
み
購

入
。

　
令
和
７
年
度
の
水
防
費

は
、
１
３
４
万
６
０
０
０

円
の
う
ち
１
２
９
万
５
０

０
０
円
を
減
額
し
た
。

　
町
は
理
由
に
つ
い
て
、

台
風
を
含
む
水
害
が
な
く
、

消
防
団
の
出
動
が
な
か
っ

た
た
め
と
説
明
。
支
出
し

た
の
は
、
土
の
う
袋
の
購

入
費
５
万
１
０
０
０
円

だ
っ
た
。

増
税
に
つ
な
が
る

広ひ
ろ

沢さ
わ

　
真ま

こ
と 

議
員

　
町
税
条
例
の
一
部
改
正

は
国
の
制
度
変
更
に
よ
る

も
の
だ
が
、
変
更
内
容
の

防
衛
特
別
所
得
税
は
国
民

の
信
を
問
わ
ず
に
導
入
さ

れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
復
興
特
別
所
得

税
と
と
も
に
課
税
の
期
限

を
延
長
す
る
こ
と
か
ら
増

税
に
な
る
た
め
反
対
す
る
。

町
税
を
適
正
に
賦
課

平ひ
ら

間ま

　
幸ゆ

き

弘ひ
ろ 

議
員

　
本
議
案
は
、
令
和
８
年

３
月
31
日
公
布
の
地
方
税

法
等
改
正
に
伴
い
、
柴
田

町
町
税
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
あ
る
。
固
定
資
産

税
の
免
税
点
変
更
や
住
宅

ロ
ー
ン
減
税
延
長
な
ど
、

町
税
を
適
正
に
賦
課
す
る

た
め
の
改
正
と
判
断
し
、

原
案
の
通
り
賛
成
す
る
。

柴
田
町
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
令
和
８
年

３
月
31
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
柴
田
町
町
税

条
例
の
規
定
を
整
備
す
る
も
の
。
改
正
の
主
な
内
容
は
、

復
興
特
別
所
得
税
の
課
税
期
間
の
延
長
及
び
防
衛
特
別

所
得
税
の
創
設
、
公
的
年
金
等
受
給
者
の
扶
養
親
族
等

申
告
書
の
提
出
義
務
範
囲
の
見
直
し
に
伴
う
規
定
の
整

備
な
ど
。

議
案
第
2
号

令
和
７
年
度
柴
田
町
一
般
会
計
補
正
予
算

節電時の工夫で光熱水費を抑制

大きな水害のない 1 年でした

　

選
挙
管
理
委
員
と
補
充
員
（
各
４
人
）
が
決
定

し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
８
年
６
月
27
日
か
ら
の
４
年
間
。

な
お
補
充
員
は
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
際
に
委
員

と
な
り
ま
す
。

◯
選
挙
管
理
委
員
に
選
出

水み　
戸と　
一い

ち　
郎ろ

う 

氏　
（
再
任
）（
下
名
生
）

相あ
い　

原は
ら　

健け
ん　

一い
ち 

氏　
（
再
任
）（
西
船
迫
）

五い
が
ら
し

十
嵐　
眞ま

祐ゆ

美み 

氏　
（
再
任
）（
北
船
岡
）

馬ば　
場ば　
敏と

し　
雄お 

氏　
（
再
任
）（
船
岡
西
）

◯
補
充
員
に
選
出

尾お　
池い

け　
陽よ

う　
子こ 

氏　
（
再
任
）（
東
船
岡
）

平ひ
ら　
間ま　
雅ま

さ　
博ひ

ろ 

氏　
（
新
任
）（
槻
木
東
）

櫻さ
く
ら　

井い　
恵け

い　
子こ 

氏　
（
新
任
）（
槻
木
上
町
）

小こ　
泉い

ず
み　
　
　
厚あ

つ
し 

氏　
（
新
任
）（
船
岡
字
七
作
）

左から五十嵐氏、水戸氏、相原氏、馬場氏

な
ぜ
減
っ
た

学
校
管
理
費
４
１
４
２
万
円

な
ぜ
？

水
防
費
が
大
幅
減
額

出典：「令和 8 年度税制改革」
パンフレットより

報
告
第
３
号
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一 般 質 問

白内恵美子 議員 　P 9　 

林野火災を想定した避難訓練を
　● 浸水センサ実証実験の現状は

平間　康弘 議員 　P 10　 

居住誘導区域に人を集める施策は
　● 滝口町長の「町政だより」を問う

髙橋たい子 議員 　P 10　 

環境美化条例をどう生かすか

広沢　　真 議員 　P 10　 

桜の害虫（特定外来生物）対策を

平間　幸弘 議員 　P 11　 

町道四日市場１号線の全体計画は
　● 桜まつりの車両規制とその対応は
　● 滝口町政24年の総括を

大坂　三男  議員 　P 11　 

滝口町長の７選不出馬を問う

大橋　武彦 議員 　P 7　 

24 年の町政総括と教育投資を問う

吉田　　清 議員 　P 7　 

選挙事務に従事する職員の負担は
　● 滝口町政24年の総括を問う

吉田　謙治 議員 　P 7　 

町の歴史資源を生かす取組を問う

笠松　　均 議員 　P 8　 

災害対策の抜本的強化を

佐々木裕子 議員 　P 8　 

滝口町政の歩みと今後の柴田町は

小田部峰之 議員 　P 8　 

スロープカー更新に向けた取組は

吉田　和夫 議員 　P 9　 

高齢者に補聴器購入の助成を

平間奈緒美 議員 　P 9　 

しばた桜まつりの検証を問う
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一 般 質 問

吉
よ し だ

田　　清
きよし

議員 選挙事務に従事する職員の負担は
過度の負担がないよう努める

　
　
令
和
８
年
７
月
12
日
執
行
の
、

町
長
選
挙
及
び
町
議
会
議
員
補
欠
選

挙
に
つ
い
て
、
職
員
の
長
時
間
労
働

や
事
務
処
理
の
重
圧
な
ど
、
現
場
が

抱
え
る
精
神
的
・
肉
体
的
負
担
を
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　
配
慮
が
必
要
な
職
員
や
業
務
多

忙
な
職
員
は
選
挙
事
務
か
ら
外
す
よ

う
選
挙
管
理
委
員
会
と
調
整
し
、
負

担
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

　
　
現
在
の
開
票
事
務
に
従
事
可
能

な
職
員
の
確
保
状
況
や
実
態
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
子
育
て
中
や
体
調
面
で
不
安
の

あ
る
職
員
は
従
事
さ
せ
な
い
。
以
前

は
経
験
者
を
優
先
し
て
い
た
が
、
若

手
職
員
が
対
応
で
き
る
こ
と
が
判
明

し
た
た
め
、
職
員
の
配
置
に
つ
い
て

特
に
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
職
員
不
足
の
際
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
雇
用
も
検
討
し
て
い
る
か
。

　
　
公
務
員
と
し
て
の
自
覚
を
常
に

持
っ
た
正
職
員
で
担
う
こ
と
を
基
本

と
し
て
い
る
。

吉
よ　し　だ

田　謙
け ん じ

治
議員町の歴史資源を生かす取組を問う

調査・研究を進め検討を行う

　
　
四
保
館
（
現
在
の
船
岡
城
址
公

園
）
で
生
誕
し
、
伊
達
政
宗
公
の
側

室
と
な
っ
た
「
お
山
の
方
（
柴
田
宗

義
の
娘
）」
を
町
の
ブ
ラ
ン
ド
推
進

事
業
の
一
つ
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

　
　
詳
し
く
わ
か
ら
な
い
部
分
が
多

い
た
め
、
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

　
　
仙
南
地
域
に
ゆ
か
り
の
あ
る

「
お
山
の
方（
柴
田
町
）」「
伊
達
宗
高

（
村
田
町
）」「
牟む

宇う

姫ひ
め（

角
田
市
）」
を

テ
ー
マ
と
し
た
広
域
連
携
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
仙
南
地
域
共
同
で
イ
ベ
ン
ト
な

ど
の
実
施
が
検
討
で
き
な
い
か
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
仙
台
市
が
進
め
て
い
る
伊
達
政

宗
公
没
後
四
百
年
の
大
河
ド
ラ
マ
誘

致
に
向
け
た
、
町
と
し
て
の
取
組
は

あ
る
の
か
。

　
　
お
知
ら
せ
版
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
署
名
活
動
の
協
力
依
頼
の
ほ
か
、

ど
ん
な
取
組
が
で
き
る
の
か
を
検
討

す
る
。

伊達政宗公側室
「お山の方」の木像

大切な一票を守る職員
（AI 画像）

大
お お は し

橋　武
た け ひ こ

彦
議員24年の町政総括と教育投資を問う

町を支える人づくりを次代へ託す

　
　
６
期
24
年
の
成
果
と
、 

今
後
の

課
題
や
引
き
継
ぐ
べ
き
最
大
の
町
政

課
題
は
何
か
。

　
　
住
民
自
治
に
よ
る
自
立
の
精
神

が
成
果
。
住
民
の
一
方
通
行
の
要
求

が
課
題
で
あ
る
。

　
　
町
政
だ
よ
り
の
強
い
表
現
に
込

め
た
真
意
は
。

　
　
夢
を
否
定
す
る
意
図
は
な
く
、

財
源
不
足
の
現
実
を
共
有
す
る
趣
旨
。

表
現
は
厳
し
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
真
の
教
育
投
資
と
は
、
ハ
コ
モ

ノ
だ
け
で
は
な
く
、
教
材
を
生
か
す

「
心
」
の
育
成
で
は
な
い
か
。

　
　
環
境
整
備
に
加
え
、
中
学
生
の

地
域
貢
献
学
習
を
支
援
中
。

　
　
財
政
難
の
時
代
こ
そ
、
未
来
を

担
う
「
人
」
を
育
て
る
視
点
を
引
き

継
ぐ
べ
き
で
は
。

　
　
人
的
支
援
や
地
域
と
の
学
び
も

含
め
、
子
ど
も
の
可
能
性
を
引
き
出

す
。
ま
た
、
今
後
も
子
ど
も
議
会
な

ど
を
通
じ
、
町
を
担
う
人
材
を
育
て

て
い
く
。

町を知り、町の未来を
考える子どもたち
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佐
さ　さ　き

々木裕
ゆ　う　こ

子
議員 滝口町政の歩みと今後の柴田町は

これからも発展を続ける

　
　
町
長
ご
自
身
が
最
も
重
視
し
て

き
た
行
政
理
念
と
そ
の
成
果
は
。

　
　
私
の
政
治
姿
勢
と
し
て
、
威
張

ら
ず
、
お
ご
ら
ず
、
親
し
み
や
す
さ

を
肝
に
銘
じ
て
、
庶
民
派
の
町
長
と

し
て
町
政
運
営
を
行
っ
て
き
た
。
ま

た
、
政
治
力
に
頼
っ
た
我
田
引
水
型

の
政
治
ス
タ
イ
ル
と
は
一
線
を
画
し
、

小
さ
な
予
算
、
エ
ビ
で
大
き
な
タ
イ

を
釣
る
、
そ
う
い
う
政
策
手
法
を
徹

底
し
て
き
た
。

　
　
今
後
の
行
政
の
ト
ッ
プ
に
求
め

ら
れ
る
資
質
や
姿
勢
と
は
。

　
　
一
つ
に
、
社
会
の
変
化
に
対
応

し
た
課
題
解
決
に
向
け
た
政
策
立
案

力
。
二
つ
に
人
を
動
か
す
組
織
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
力
や
人
脈
、
そ
し
て
議
会

と
の
調
整
能
力
。
三
つ
に
財
政
の
こ

と
が
良
く
わ
か
り
、
国
や
民
間
企
業

の
資
金
を
引
き
出
せ
る
資
金
調
達
力
。

　
新
た
に
ト
ッ
プ
に
な
る
方
に
は
、

し
っ
か
り
と
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
持
っ
て
、
職
員
や
住
民
の
力
を
引

き
出
し
て
ほ
し
い
。

小
お　た　べ

田部峰
み ね ゆ き

之
議員スロープカー更新に向けた取組は

効果的な広告宣伝を検討する

　
　
ア
ク
リ
ル
ス
タ
ン
ド
な
ど
の

グ
ッ
ズ
販
売
の
反
響
を
踏
ま
え
た
今

後
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
の
展
開
は
。

　
　
来
年
３
月
の
新
車
両
完
成
に
合

わ
せ
た
記
念
グ
ッ
ズ
な
ど
の
制
作
・

販
売
に
つ
い
て
、
観
光
物
産
協
会
と

検
討
す
る
。

　
　
単
な
る
車
両
更
新
に
と
ど
め
ず
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
も
呼
び
込
む
町
の

観
光
の
起
爆
剤
と
す
る
た
め
の
具
体

的
な
戦
略
は
。

　
　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
向

け
て
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
開
催
や
、

運
行
前
に
お
け
る
町
民
や
マ
ス
コ
ミ

の
試
乗
会
等
の
実
施
や
事
前
Ｐ
Ｒ
な

ど
、
期
待
を
向
上
さ
せ
る
取
組
を
検

討
し
て
い
く
。
運
行
後
は
、
回
数
券

や
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
な
ど
乗
車
回
数

に
応
じ
た
特
典
の
付
与
、
車
両
の
運

転
体
験
、
１
日
車
掌
体
験
、
町
民
や

子
供
向
け
に
乗
車
無
料
の
日
を
設
け

る
な
ど
、
親
し
み
や
愛
着
の
持
て
る

よ
う
な
取
組
を
検
討
し
て
い
る
。オリジナルのアクリルスタンド

独自の政策で発展へ

笠
か さ ま つ

松　　均
ひとし

議員災害対策の抜本的強化を
防災・減災対策を進めていく

　
　
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
を
つ
く
る
た
め
に
、
今
後
の
具
体

的
な
施
策
な
ど
に
つ
い
て
町
の
見
解

を
伺
う
。

　
　
町
で
は
こ
れ
ま
で
も
、「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向

け
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
住

民
の
不
安
解
消
に
努
め
て
き
た
。

　
具
体
的
に
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、
地

域
の
危
険
性
を
把
握
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
外
水
・
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
、
全
戸
配
布

を
行
っ
た
ほ
か
、
避
難
所
に
お
け
る

備
蓄
品
の
増
強
を
進
め
て
き
た
。

　
ハ
ー
ド
面
で
は
、
防
災
拠
点
と
な

る
「
町
総
合
体
育
館
」
の
整
備
、
雨

水
常
襲
地
帯
の
西
住
地
区
に
お
い
て
、

総
事
業
費
52
億
円
を
投
じ
た
「
鷺
沼

５
号
調
整
池
」
の
整
備
な
ど
多
角
的

な
整
備
を
実
施
し
て
き
た
。
行
政
に

よ
る
「
公
助
」
の
み
で
は
限
界
が
あ

り
、「
自
助
」「
共
助
」
の
重
要
性
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

令和 8 年 5 月から
新たな防災気象情報へ
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平
ひ　ら　ま

間奈
な　お　み

緒美
議員 しばた桜まつりの検証を問う

おもてなしの向上に努める

　
　
来
訪
者
の
満
足
度
及
び
課
題
に

つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ
う
に
把
握
・

分
析
し
て
い
る
か
。

　
　
本
町
の
桜
に
対
す
る
認
識
度
は

格
段
に
上
が
っ
た
と
自
負
し
て
い
る

が
、
さ
ら
な
る
認
知
度
ア
ッ
プ
の
必

要
性
を
感
じ
て
い
る
。

　
　
人
の
流
れ
を
呼
び
込
め
ず
、
出

店
者
が
苦
労
し
た
新
設
出
店
エ
リ
ア

の
検
証
に
つ
い
て
、
町
の
見
解
は
。

　
　
出
店
者
の
方
々
の
ご
意
見
な
ど

を
伺
い
な
が
ら
、
人
の
流
れ
を
考
え

た
動
線
、
分
か
り
や
す
い
案
内
表
示

を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
お
も
て
な
し
の
質
を
確
保
す
る

た
め
の
職
員
の
引
継
ぎ
や
研
修
は
。

　
　
桜
ま
つ
り
前
に
、
お
も
て
な
し

研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
期
間

中
は
業
務
日
誌
に
よ
る
情
報
共
有
と

迅
速
な
対
応
を
行
い
、
お
も
て
な
し

の
質
の
確
保
と
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
今
後
も
、
職
員
と
町
民
が
一
丸
と

な
り
、「
花
の
ま
ち
柴
田
」
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
目
指
し
て
い
く
。

白
し ら う ち

内恵
え　み　こ

美子
議員林野火災を想定した避難訓練を

自主防災組織の避難訓練を支援

　
　
仙
南
地
域
広
域
消
防
本
部
は
、

令
和
８
年
３
月
か
ら
「
林
野
火
災
注

意
報
・
警
報
」
の
運
用
を
開
始
し
た
。

町
内
で
発
令
さ
れ
た
回
数
は
。

　
　
林
野
火
災
注
意
報
は
４
回
。

　
　
町
民
へ
の
周
知
状
況
は
。

　
　
周
知
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
　
注
意
報
・
警
報
下
に
お
け
る
火

の
使
用
制
限
な
ど
の
住
民
周
知
は
。

　
　
令
和
９
年
１
月
か
ら
は
メ
ー
ル

や
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
の
注
意
喚
起
に
努
め
る
。

　
　
西
船
迫
団
地
は
三
方
を
山
で
囲

ま
れ
て
お
り
、
林
野
火
災
発
生
時
に

は
、
住
民
の
避
難
が
必
要
だ
が
、
優

先
避
難
所
は
使
用
不
可
で
は
な
い
か
。

　
　
使
用
不
可
の
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
。
二
次
避
難
所
の
船
迫
小
学

校
、
船
迫
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
、
柴
田

高
校
な
ど
柔
軟
な
開
設
を
検
討
す
る
。

　
　
今
後
、
林
野
火
災
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
の
実
施
を
提
案
す
る
。

　
　
自
主
防
災
組
織
へ
の
迅
速
な
情

報
伝
達
や
避
難
訓
練
を
支
援
す
る
。

たき火をする時は
消防署への届出を

さらなる認知度向上へ

吉
よ　し　だ

田　和
か　ず　お

夫
議員高齢者に補聴器購入の助成を

効果を考慮し継続して検討する

　
　
県
内
で
も
助
成
し
て
い
る
市
町

村
が
増
え
て
い
る
理
由
は
。

　
　
県
内
で
は
４
市
４
町
で
補
聴
器

購
入
費
を
助
成
し
て
い
る
。

　
耳
が
聞
こ
え
に
く
く
な
る
と
、
認

知
症
を
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
増
加
す

る
な
ど
、
介
護
予
防
に
資
す
る
こ
と

へ
の
関
心
が
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
本
町
の
高
齢
者
で
難
聴
と
思
わ

れ
る
人
数
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
本
町
の
人
口
統
計
に
当
て
は
め

る
と
、
75
歳
以
上
６
千
４
１
１
人
の

う
ち
、
約
４
千
７
３
０
人
が
「
軽
度

以
上
の
難
聴
」
と
い
う
推
計
値
に
な

る
。

　
　
高
齢
者
を
対
象
に
、
補
聴
器
購

入
の
助
成
は
で
き
な
い
か
。

　
　
加
齢
性
難
聴
の
補
聴
器
購
入
費

助
成
に
つ
い
て
は
、
県
内
で
実
施
し

て
い
る
市
町
村
の
内
容
や
実
績
な
ど

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め
、
事

業
実
施
の
た
め
の
財
源
の
確
保
や
介

護
予
防
へ
の
効
果
を
考
慮
し
な
が
ら
、

継
続
し
て
検
討
し
て
い
く
。

補聴器で介護予防へ
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環境美化条例をどう生かすか
地域の団体と町が美化促進する

　
　
環
境
美
化
条
例
が
掲
げ
る
美
化

推
進
に
関
わ
る
、
現
在
の
取
組
は
。

　
　
条
例
制
定
と
同
時
に
設
立
し
た

協
議
会
は
解
散
し
、
現
在
は
環
境
指

導
員
が
清
掃
を
は
じ
め
美
化
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
指
導
員
と
地
域
が
連
携
し
た
勉

強
会
な
ど
を
通
し
て
、
環
境
美
化
を

広
め
て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

　
　
行
政
区
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば

可
能
で
あ
る
。

　
　
勉
強
会
を
実
施
し
た
際
、
報
告

書
は
１
回
の
活
動
報
告
書
と
す
る
こ

と
は
可
能
か
。

　
　
報
告
に
含
め
る
こ
と
は
、
可
能

と
考
え
る
。

　
　
形
骸
化
し
た
条
例
の
廃
止
や
、

現
行
制
度
と
の
統
合
・
改
正
も
視
野

に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
条
例
の
改
正
・
廃
止
は
今
後
検

討
し
て
い
く
。

広
ひ ろ さ わ

沢　　真
まこと

議員桜の害虫（特定外来生物）対策を
情報共有と対策を広めていく

　
現
在
、
国
内
の
17
都
府
県
で
、
桜

に
被
害
を
も
た
ら
す
特
定
外
来
生
物

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
が
生
息
域

を
広
げ
て
い
る
。
桜
を
町
の
資
源
と

し
て
い
る
柴
田
町
に
と
っ
て
要
警
戒

だ
と
考
え
る
。

　
　
町
内
に
お
け
る
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ

カ
ミ
キ
リ
の
情
報
は
。

　
　
白
石
川
の
桜
の
点
検
で
は
確
認

さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
現
在
対
策
は
行
っ
て
い
な
い
。

今
後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
注
意
喚

起
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
栃
木
県
ま
で
入
っ
て
き
て
い
る

が
、
順
番
に
入
っ
て
く
る
わ
け
で
は

な
い
。
具
体
的
な
対
策
が
必
要
で
は
。

　
　
広
く
情
報
を
広
め
て
、
町
民
や

学
校
の
子
ど
も
た
ち
に
も
監
視
の
目

を
持
て
る
よ
う
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
町
民
の
間
で
の
桜
の
育
成
・
保

護
の
意
識
の
醸
成
に
努
め
て
い
く
。発見したら通報を！

環境保全意識を高めましょう

平
ひ　ら　ま

間　康
や す ひ ろ

弘
議員居住誘導区域に人を集める施策は

公共施設、幹線道路整備等の施策

　
　
居
住
誘
導
す
る
た
め
の
国
か
ら

の
支
援
施
策
は
。

　
　
本
町
が
現
在
進
め
て
い
る
都
市

構
造
再
編
集
中
支
援
事
業
は
、
公
共

公
益
施
設
の
整
備
や
居
住
誘
導
に
集

中
的
な
支
援
を
行
う
事
業
で
あ
る
。

　
ま
た
、
災
害
リ
ス
ク
の
高
い
区
域

か
ら
居
住
誘
導
区
域
内
に
移
転
す
る

対
象
者
を
支
援
す
る
住
居
誘
導
促
進

事
業
と
い
っ
た
支
援
メ
ニ
ュ
ー
も
設

け
て
い
る
。

　
　
本
町
と
し
て
独
自
の
居
住
誘
導

支
援
を
検
討
し
て
い
る
か
。

　
　
長
期
に
わ
た
り
居
住
を
誘
導
す

る
た
め
の
施
設
整
備
や
法
規
制
な
ど

の
見
直
し
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、

現
時
点
で
は
具
体
的
な
支
援
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
四
日
市
場
１
号
線
や
新
栄
通
線

の
延
伸
計
画
は
、
居
住
誘
導
に
繋
が

る
整
備
な
の
か
。

　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
進
め
る

こ
と
は
民
間
住
宅
投
資
に
つ
な
が
る

た
め
、
居
住
誘
導
に
は
有
効
で
あ
る
。

将来のための居住誘導

髙
た か は し

橋たい子
こ

議員
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大
お お さ か

坂　三
み　つ　お

男
議員 滝口町長の７選不出馬を問う

おおむね公約は実現できた

　
　
24
年
前
の
公
約
と
今
の
評
価
は
。

　
　
住
民
本
位
の
３
町
合
併
の
推
進

や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
充
実
の
た
め
の
老

人
ホ
ー
ム
の
増
設
と
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
の
運
行
、
新
図
書
館
建
設
と
学

校
教
育
環
境
の
整
備
、
女
性
の
審
議

会
登
用
率
50
％
達
成
な
ど
６
つ
の
公

約
を
掲
げ
た
。
し
か
し
、
３
町
合
併

と
女
性
の
審
議
会
登
用
率
50
％
は
達

成
で
き
な
か
っ
た
が
概
ね
実
現
し
た
。

　
　
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
か
っ
た

こ
と
は
。

　
　
一
つ
に
３
町
合
併
協
議
が
本
庁

舎
の
設
置
箇
所
で
２
度
破
綻
し
て
実

現
し
な
か
っ
た
こ
と
。
二
つ
目
に
し

ば
た
千
桜
橋
の
建
設
時
に
、
無
駄
だ

と
反
対
運
動
が
起
き
た
こ
と
。
三
つ

目
に
図
書
館
と
体
育
館
の
計
画
時
に

推
進
派
間
で
議
論
し
あ
っ
た
こ
と
。

　
　
24
年
間
の
町
政
運
営
で
心
が
け

て
き
た
こ
と
は
。

　
　
威
張
ら
ず
、
お
ご
ら
ず
、
親
し

み
や
す
い
庶
民
派
の
町
長
と
し
て
職

員
と
共
に
町
政
を
運
営
し
て
き
た
。 工事が進む新図書館

平
ひ　ら　ま

間　幸
ゆ き ひ ろ

弘
議員町道四日市場１号線の全体計画は

令和15年度内の供用開始を想定

　
岩
沼
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と

し
て
重
要
な
町
道
四
日
市
場
１
号
線

ほ
か
２
路
線
の
道
路
改
良
工
事
に
つ

い
て
、
全
体
計
画
と
今
後
の
見
通
し

を
問
う
。

　
　
完
成
の
目
途
は
。

　
　
現
在
は
宮
城
県
と
河
川
協
議
中

で
、
用
地
買
収
に
１
年
、
軟
弱
地
盤

対
策
に
２
年
、
橋
り
ょ
う
工
事
に
４

年
な
ど
を
見
込
む
。
重
複
施
工
を
考

慮
し
、
用
地
買
収
か
ら
完
成
ま
で
約

８
年
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和
15

年
度
内
の
供
用
開
始
を
想
定
す
る
。

　
　
上
槻
道
踏
切
か
ら
北
側
区
間
の

道
路
拡
幅
や
安
全
対
策
の
計
画
は
。

　
　
当
該
区
間
は
国
の
交
付
金
採
択

条
件
で
あ
る
通
学
路
の
指
定
を
受
け

て
い
な
い
た
め
、
現
時
点
で
拡
幅
等

の
計
画
は
な
い
。
し
か
し
、
供
用
開

始
後
に
お
い
て
は
交
通
量
の
変
化
を

注
視
し
な
が
ら
、
道
路
拡
幅
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

改良工事を計画中



令和8年 8月 1日　193号　しばた議会だより●12

議 員 研 修 会



しばた議会だより　令和8年 8月 1日　193号●13

懇 談 会



令和8年 8月 1日　193号　しばた議会だより●14

●令和 8 年度柴田町議会 6 月会議 議案等審議結果一覧

審議結果及び出欠状況・視察受入

※「○」は賛成、「否」は賛成の意思を表さないことを表す。　　
※「議」は表決時に議長のため、また「ー」は表決時に議場にいないため表決に参加していないことを表す。

件　　　　名 議決月日

表
決
者
数（
人
）

賛
　
　
成（
人
）

議決結果

吉
田
　
謙
治

大
橋
　
武
彦

平
間
　
康
弘

笠
松
　
　
均

吉
田
　
　
清

小
田
部
峰
之

欠
　
　
　
員

安
藤
　
義
憲

平
間
　
幸
弘

桜
場
　
政
行

大
坂
　
三
男

平
間
奈
緒
美

佐
々
木
裕
子

髙
橋
た
い
子

広
沢
　
　
真

白
内
恵
美
子

吉
田
　
和
夫

石
森
　
靖
明

柴田町選挙管理委員及び補充員の選挙 6月10日 16 16 指名選挙 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

柴田町町税条例の一部改正 6月10日 16 14 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 否 否 ○ 議

柴田町母子・父子家庭医療費の助成に関する
条例等の一部改正 6月10日 16 16 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

柴田町印鑑の登録及び証明に関する条例の一
部改正 6月10日 16 16 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

財産の取得（小型消防ポンプ付軽積載車） 6月10日 16 16 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

和解及び損害賠償の額を定めること 6月10日 16 16 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

令和８年度柴田町一般会計補正予算 6月10日 16 16 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

令和８年度柴田町介護保険特別会計補正予算 6月10日 16 16 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書 6月11日 15 12 原案可決 ○ 否 ○ ○ ○ 否 ー 否 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ー

●令和 8 年度柴田町議会 6 月会議 出欠状況一覧

区分 件　　　　名 月日

表
決
者
数（
人
）

吉
田
　
謙
治

大
橋
　
武
彦

平
間
　
康
弘

笠
松
　
　
均

吉
田
　
　
清

小
田
部
峰
之

欠
　
　
　
員

安
藤
　
義
憲

平
間
　
幸
弘

桜
場
　
政
行

大
坂
　
三
男

平
間
奈
緒
美

佐
々
木
裕
子

髙
橋
た
い
子

広
沢
　
　
真

白
内
恵
美
子

吉
田
　
和
夫

石
森
　
靖
明

本会議

町政報告、専決処分報告、議案説明、一般質問 6月5日 17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般質問 6月8日 17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般質問 6月9日 17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般質問、議案審議 6月10日 17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書、請願、陳情 6月11日 17 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

詳しい審議結果はこちら→

詳しい審議結果はこちら→

※「○」は出席、「欠」は欠席、「早」は早退、「遅」は遅参を表す。　　

ようこそ柴田町へ　議会視察を受け入れました

　２つの自治体から、本町の実施する「子ども議会」に対する視察を受け入れました。
　本町の「子ども議会」は、単なる議事進行の擬似体験にとどまらず、子ども議員からの質問を
事前に受け付け、担当各課での答弁書原案の作成や町長レクチャーを実施し、当日はすべての課
長等が出席するなど、実際の町議会に準じた本格的な子ども議会として開催しています。

宮城県涌谷町議会 様 令和８年６月30日 秋田県北秋田市議会 様 令和８年７月22日

視察テーマ    ～子ども議会～ 
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